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令和６年 12 月 教育委員会会議録  第 14 回 

 

 

 日  時  令和６年 12 月 17 日（火）  10 時 00 分～11 時 50 分 

 場  所  坂町役場 研修室 

 出 席 者  教育長 枝廣泰知 

        委 員 松村英勝・垰本友造・平沖純子・佐野友美子 

 出席職員  宮教育次長・福嶋生涯学習課長・見田学校教育課長・福冨主幹 

國本主幹・中屋敷主事（記録者） 

 

開会     枝廣教育長    開会を宣言する。 

 

１  議事録署名委員の指名 

枝廣教育長から、枝廣教育長と垰本委員を議事録署名委員に指名する。 

 

各委員とも、異議なし。（議決） 

 

２  教育長報告  

（１） 西部教育事務所管内教育長、部・課長会議（11/15）について 

枝廣教育長から資料をもとに、西部教育事務所管内教育長、部・課長会議（11/15） 

について説明する。 

 

各委員とも、質疑なし。 

 

（２） 最近の教育の動向について 

枝廣教育長から資料をもとに、最近の教育の動向について説明する。 

 

（垰本委員） 

  中学校体力つくりコンテストのエントリーはどのようにされて、何が評価された 

のか。 

（枝廣教育長） 

エントリーは学校が行う。新体力テストの記録・数値、体力つくりの具体的な取 

組内容、授業や体育祭での工夫などを総合的に評価された。 

 

３  議題 

（１） 議案第 29 号：通学区域に関する指定学校の変更がある児童生徒について 

國本主幹から資料をもとに、通学区域に関する指定学校の変更がある児童生 

 徒について説明する。 
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    各委員とも、異議なし。（議決） 

 

（２） 議案第 30 号：坂町留守家庭児童会設置条例施行規則の一部改正について 

福嶋生涯学習課長から資料をもとに、坂町留守家庭児童会設置条例施行規則の一 

 部改正について説明する。 

  

各委員とも、異議なし。（議決） 

 

（３） 議案第 31 号：坂町留守家庭児童会保護者負担金免除要綱の一部改正について 

福嶋生涯学習課長から資料をもとに、坂町留守家庭児童会保護者負担金免除要綱 

の一部改正について説明する。 

 

各委員とも、異議なし。（議決） 

 

（４） 協議：坂町留守家庭児童会設置条例の一部改正について 

福嶋生涯学習課長から資料をもとに、坂町留守家庭児童会設置条例の一部改正に 

ついて説明する。 

 

    各委員とも、質疑なし。 

 

（５） 協議：令和７年度坂町教育行政方針の項目について 

宮教育次長から資料をもとに、令和７年度坂町教育行政方針の項目について説明 

する。 

 

（松村委員） 

  項目をたくさん増やす必要はないので、この程度が適切である。 

（垰本委員） 

平和教育を改めて項目として挙げるのは重要である。実際、世界では争いが起こ 

っている。また、被団協がノーベル平和賞を受賞している。 

（佐野委員） 

  沖縄の自治体との関わりについて記載があるが、沖縄のことを知り平和について 

考えるということか。また、中学２年生のときのみ平和教育を行うのか。 

（宮教育次長） 

  広島のことを知り、沖縄のことも知るということであり、広島だけではなく、よ 

り視野を広くするという意味である。平和教育については、中学１年生から実施し、 

中学２年生のときのみ行うわけではない。 

 

（６） 報告：令和６年 12 月坂町議会定例会について 

見田学校教育課長、福嶋生涯学習課長から資料をもとに、令和６年 12 月坂町議 

会定例会について説明する。 
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（佐野委員） 

  「水温が上がらず、利用期間が短くなっている」とあるが、実際そうなのか。 

（福嶋生涯学習課長） 

水温が上がらないというのは、５月頃のことを意味している。また、プールの使 

用が終了する時期は変わっておらず、10 月頃まで行っている。 

（平沖委員） 

  社会福祉協議会のファミリーサポートは何か。 

（福嶋生涯学習課長） 

  留守家庭の入会要件を満たしていない子どもに対して、有料でサポートを行う制 

度である。 

（見田学校教育課長） 

  まかせて会員という子どもを預かる側、おねがい会員という子どもを預ける側そ 

れぞれの条件がマッチングした場合に行われるサポートで、子どもの居場所づくり 

に役立つ制度である。 

（松村委員） 

  留守家庭の指導員のことだが、指導員の研修が重要だと思う。教育の場であるこ 

とを踏まえた言動が、指導員にも必要である。 

 

（７） 報告：坂町教育委員会規則における押印省略要件の緩和について 

中屋敷主事から資料をもとに、坂町教育委員会規則における押印省略要件の緩和 

について説明する。 

 

（佐野委員） 

  マイナンバーカードを使わず、本人確認はどのように行うのか。運転免許証など 

が使えるようになったということか。 

（中屋敷主事） 

  そのとおりである。本人が確認できれば、マイナンバーカードを提示しなくても 

押印が省略できるということである。本人の確認方法として運転免許証以外に何が 

あるかは確認する必要がある。 

  

 

閉会     枝廣教育長    閉会を宣言する。 

 


